
 平 成 １ ６ 年 度  第 ２ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  資

格 ア ナ ロ グ 第 １ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ｐ － 1 ～ 6 

 端末設備の接続のための技術 ５ ５ ５ ５ ５ Ｐ － 7 ～ 13 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ Ｐ － 14 ～ 19 

４ 受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１P９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｑ11

2222222Ｒ2

333333Ｓ3

444444

5555Ｕ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｐ

5

Ｔ

6

Ｗ

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５ 答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６ 合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 
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電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図－１に示す回路において、コンデンサＣ に蓄えられている電荷が１５マイクロクーロン１

のとき、コンデンサＣ に蓄えられる電荷は、 (ア) マイクロクーロンである。 (５点)３

① ６ ② １２ ③ １５ ④ ２８ ⑤ ４０

(２) 図－２に示す回路の力率(抵抗Ｒに流れる電流と回路に流れる全電流Ｉとの比)は、Ｘ がＬ

(イ) オームのとき０.６となる。 (５点)

① ３ ② ６ ③ １２ ④ １８ ⑤ ３６

(３) 電磁誘導によって生ずる (ウ) は、その (ウ) によって流れる電流が鎖交磁束の変

化を妨げる方向に誘起される。 (５点)

① 磁化力 ② 電磁力 ③ 起磁力 ④ 起電力

(４) 波高率と同様に、交流波形のひずみの度合いを見る目安の一つである波形率は、 (エ)

の比で表され、正弦波形の場合は約１.１１となる。 (５点)

① 基本波と高調波 ② 最大値と実効値 ③ 最大値と平均値

④ 偶数次ひずみと奇数次ひずみ ⑤ 実効値と平均値

図－２

４８

ＸＬ

Ｉ

Ｖ

Ｒ ８ Ω＝

図－１

Ｅ

Ｃ ７＝ μＦ４

Ｃ ３＝ μＦ３

Ｃ ５＝ μＦ２

Ｃ ３＝ μＦ１
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) バイアス回路は、トランジスタ等の動作点の設定を行うために必要な (ア) を供給す

る回路である。 (４点)

① 直流電流 ② 交流電流 ③ バイパス信号 ④ 入力信号 ⑤ 帰還電流

(２) 図－１に示すトランジスタ増幅回路において、この回路のトランジスタの Ｉ －Ｖ 特性、Ｂ ＢＥ

Ｉ －Ｉ 特性及びＩ －Ｖ 特性がそれぞれ図－２～図－４で示されるとき、動作点のコレクＣ Ｂ Ｃ ＣＥ

タ電流Ｉ (イ) ミリアンペアである。 (４点)Ｃは、

① ０.５ ② １.０ ③ １.５ ④ ２.０ ⑤ ３.０

(３) トランジスタ増幅回路を接地方式により分類したとき、高周波特性が最も良いのは、

(ウ) 接地の増幅回路である。 (４点)

① ベース ② エミッタ ③ コレクタ

(４) 負荷抵抗により生じた出力をコンデンサを介して次段へ伝える増幅回路は、 (エ) 結合

増幅回路といわれる。 (４点)

① 直 接 ② ＣＲ ③ 変 圧 ④ 抵 抗 ⑤ コンデンサ
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(５) 電界効果トランジスタは、ソースとドレインといわれる電極間において、半導体の中を流れ

る多数キャリアを、ゲートに加える (オ) で制御する素子である。 (４点)

① 価電子 ② 搬送波 ③ 光エネルギー ④ 電 流 ⑤ 電 圧

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

(ア) の回路に置き換えることができる。 (５点)

① ＯＲ ② ＮＯＲ ③ ＡＮＤ ④ ＮＡＮＤ ⑤ ＮＯＴ

(２) 表は、２入力の論理回路における入力論理レベルＡ及びＢと出力論理レベルＣとの関係を示

した真理値表である。その論理回路の論理式が、

Ｃ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｂ)

で表されるとき、表の出力論理レベルＷ、Ｘ、Ｙ、Ｚのそれぞれを示す組合せは (イ) で

ある。 (５点)

① ０､０､０､１ ② ０､０､１､１ ③ ０､１､０､１ ④ ０､１､１､１

⑤ １､０､０､１ ⑥ １､０､１､０ ⑦ １､１､０､０ ⑧ １､１､１､０

入力論理レベル

出力論理レベル

Ａ

Ｂ

Ｃ

０

Ｗ

０

Ｙ Ｚ

1

1

1

1

Ｘ

０

０

入力ａ
入力ｂ

図－１

出力ｃ
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(３) 図－２の論理回路における入力ａ及び入力ｂの論理レベル(それぞれＡ及びＢ)と出力ｃの論

理レベル(Ｃ)との関係式は、Ｃ ＝ (ウ) の論理式で表すことができる。 (５点)

① Ａ ② Ｂ ③ Ａ＋Ｂ ④ Ａ＋Ｂ ⑤ Ａ･Ｂ

(４) 図－３の論理回路において、入力ａ及び入力ｂに図－４に示す入力があるとき、図－３の出

力ｃは、図－４のｃ１～ｃ５のうちの (エ) である。 (５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５

図－４
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１において、電気通信回線１への入力電圧が４５ミリボルト、電気通信回線１から

電気通信回線２への遠端漏話減衰量が４６デシベル、増幅器の利得が (ア) デ シ ベ ル の

とき、電圧計の読みは、４.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはす

べて同一値で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ６６

(２) 平衡対ケーブルの漏話は、主として回線相互間の (イ) 及び相互インダクタンスによっ

て生ずる。 (５点)

① 静電容量の減少 ② 静電容量の不平衡 ③ 絶縁抵抗

④ 装荷間隔 ⑤ 反転漏話

(３) 図－２に示すように、インピーダンスの異なるＺ 、Ｚ の線路を接続して信号を伝送した１ ２

とき、その接続点における電圧反射係数をｍとすると、電流反射係数は (ウ) で表される。

(５点)

① １＋ｍ ② １－ｍ ③ ｍ ④ －ｍ

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 同 期 ③ 波 形 ④ 非直線 ⑤ 位 相

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器図－１
終端抵抗

電圧計Ｖ終端抵抗

図－２

伝送方向 接続点

ｍ
電圧反射係数Ｚ１ Ｚ２
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図は、振幅変調装置の出力波形を示したものである。この振幅変調の変調度は、 (ア)

である。 (４点)

１ ２ ２Ｅ ＋Ｅ Ｅ
① (Ｅ ＋Ｅ )(Ｅ －Ｅ ) ② ③１ ２ １ ２

１ ２ １Ｅ －Ｅ Ｅ
１ ２Ｅ －Ｅ

１ ２④ ⑤ Ｅ ×Ｅ
１ ２Ｅ ＋Ｅ

(２) ある周波数範囲の周波数の信号のみを通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな減

衰を与えるフィルタは、 (イ) フィルタといわれる。 (４点)

① 低 域 ② 帯域通過 ③ 高 域 ④ 帯域阻止 ⑤ クリッパ

(３) 減衰ひずみについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 減衰ひずみは、非直線ひずみの一種であり、伝送路における信号の減衰量が周波数に対し

て比例関係にあるために生ずるひずみである。

Ｂ 音声回線における減衰ひずみは、その値が大きいと、鳴音の発生又は反響が大きくなるな

ど、通話品質の低下となる場合がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) パルスの繰り返し周期が等しいＮ個のＰＣＭ信号を時分割多重方式により伝送するためには、

最小限、多重化後のパルスの繰り返し周期を元の周期の (エ) 倍になるように変換する必

要がある。 (４点)

１ Ｎ
① ② ③ Ｎ ④ ２Ｎ

Ｎ ２

(５) 光ファイバについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 光ファイバは、クラッドといわれる中心層と、コアといわれる外層の二つの層で構成され

ている。

Ｂ 光ファイバの中を通る光の伝搬モードは、単一モード型と多モード型に分類され、一般に

コア径は、多モード型の方が小さい。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

Ｅ2

Ｅ1

ｔ
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端末設備の接続のための技術

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) デジタル式ＰＢＸが有するサービス機能について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。

(４点)

Ａ 被呼内線が話中のとき、再度異なる末尾１数字のみをダイヤルすることによって、その末

尾１数字の異なった番号の内線へ接続する機能は、内線アッドオンといわれる。

Ｂ あらかじめ設定しておいたグループ内のある内線番号に着信があった場合に、グループ内

の他の内線から、特殊番号のダイヤル等所定の操作をすることにより応答できる機能は、コ

ールピックアップといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図に示すデジタル式ＰＢＸの内線回路について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 図中のＷは過電圧保護回路、Ｙは符号器を表す。

Ｂ 図中のＸはループ電流監視回路、Ｚは復号器を表す。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) デジタル式ＰＢＸの空間スイッチについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 空間スイッチの制御メモリには、各タイムスロット番号に対応して、入ハイウェイ番号が

記憶されている。

Ｂ 空間スイッチでは、音声情報ビット列を多重化したまま、タイムスロットの時間位置を変

えないで、タイムスロット単位に時分割ゲートスイッチの開閉に従い、入ハイウェイから出

ハイウェイへ乗り換える。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

音
声
情
報

Ｗ Ｘ

　　　　　連続呼出
　　　信号

ポイント制御

監 　　 視

直流監視
回　　路

制 御 回 路

応答検出
回　　路

  ２　
線
　｜変
　４換
　線回
　　路

平
衡
回
路
網

Ｙ
　　(上り)

　　
(下り)

　　　　制御信号

　　　　監視信号

Ｚ

信
号
情
報
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(４) デジタル式ＰＢＸのプログラムでは、一般に、プログラム間の情報の引渡しに、 (エ)

というデータの固まりを使用しており、 (エ) が順番に並んでいる行列は、通常、キュー

といわれる。 (４点)

① メール ② バッファ ③ スタッフ ④ トランザクション ⑤ ＡＴコマンド

(５) ファクシミリにおける同期とは、送信走査と受信走査の画素の位置を一致させることであり、

走査速度を一致させる (オ) 同期と、走査の開始点を一致させる位相同期とがある。

(４点)

① 回 転 ② ビット ③ 調 歩 ④ 振 幅 ⑤ 独 立
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１は、アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置の回路構成を示したもので

ある。図中のＸ及びＹについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 図中のＸは、ハイブリッド回路といわれ、２線-４線変換回路ともいわれる。

Ｂ 図中のＹは、データ送受信回路といわれ、通話用及び制御用のデジタル多重化信号を送受

信するためのバスを接続する回路である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

図－１
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外線制御プロセッサ
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(２) アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置では、通話路がすべてデジタル化され

ているため、内線音源等はアナログ形の電子式ボタン電話装置と異なり、一般に、 (イ)

により供給される。 (４点)

① ＰＭＤＭＵ ② トーンＲＯＭ ③ ＣＯＤＥＣ

④ オシレータ ⑤ メロディＩＣ

(３) 図－２は、電子式ボタン電話装置の一般的な停電検出回路を示したものである。図中におい

て、通電状態から停電状態になると、定電圧ダイオード(ＺＤ)が導通を続けているときの放電

時定数( (ウ) )の経過後に、トランジスタ(Ｔr)を非導通としてＣＰＵへ停電検出信号を

送出する。 (４点)

１ ２ １ ２① Ｃ×Ｒ ② Ｃ×Ｒ ③ Ｃ×Ｒ ×Ｒ
２ １Ｒ Ｒ

④ Ｃ× ⑤ Ｃ×
１ ２Ｒ Ｒ

(４) 複数のプロセッサが用いられている電子式ボタン電話装置では、一般に、主装置からデータ

伝送された情報に従って、トーンリンガ音の発生やランプの点滅等の動作を実行させるのは、

(エ) 制御プロセッサである。 (４点)

① 電話機 ② ドアホン ③ 外 線 ④ 中 央 ⑤ 通話路

(５) デジタル形ボタン電話装置では、一般的に、通話路に時分割通話路を採用している。時分割

通話路は、二つのスイッチから構成され、そのうちの一つは、入ハイウェイ上のタイムスロッ

トを、出ハイウェイ上の任意のタイムスロットに入れ替えるスイッチであり、 (オ) とい

われる。 (４点)

① 空間スイッチ ② 集線スイッチ ③ 高速スイッチ ④ 時間スイッチ

図－２

ＡＣ100Ｖへ

Ｔr

Ｃ
＋

ＣＰＵへ

Ｔ １ Ｒ２ ＺＤ

Ｒ３

Ｄ Ｒ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＰＢＸ工事後の確認試験について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＰＢＸの工事試験のうち、ハンドオーバ(ハンドオフ)試験は、システム内に登録されてい

るコードレス電話機(子機)で移動しながら通信を行った場合、通信中の接続装置から最寄り

の接続装置の回線に切り替えながら通信が継続できることを確認する。

Ｂ ＰＢＸの工事試験のうち、ＩＶＲの試験は、外線からの電話に自動音声で応答すること及

び利用者がガイダンスどおりに接続先や情報案内などを選択し、プッシュボタンを操作する

ことにより、所定の動作を実施することを確認する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２４におけるデータ回線終端装置(ＤＣＥ)は、回線網に依存するある一

定期間以上継続した故障を検出した場合、 (イ) とする。 (４点)

① 送信可(回路１０６)＝ＯＦＦ、データセットレディ(回路１０７)＝ＯＮ

② 送信可(回路１０６)＝ＯＦＦ、データセットレディ(回路１０７)＝ＯＦＦ

③ 送信可(回路１０６)＝ＯＦＦ、データ端末レディ(回路１０８／２)＝ＯＦＦ

④ 受信可(回路１３３)＝ＯＮ、データ端末レディ(回路１０８／２)＝ＯＦＦ

⑤ 受信可(回路１３３)＝ＯＦＦ、データ端末レディ(回路１０８／２)＝ＯＦＦ

(３) 図は、アンダカーペット配線方式の工事手順を示したものである。図中のＡは、 (ウ)

である。 (４点)

① プルボックスを清掃 ② ケーブル余長の確保

③ フラットプロテクタで覆う ④ ＰＶＣ粘着テープでケーブルの上面を覆う
おお おお

⑤ アルミラミネートテープの除去

(４) 電話機にラジオ波が混入する場合は、一般に、 (エ) をローゼット内に取り付けて対処

する方法が効果的である。 (４点)

① ハイパスフィルタ ② ローパスフィルタ ③ バリスタ

④ ラインフィルタ ⑤ シールド材

配
線
ル
ー
ト
の
決
定

Ｐ
Ｖ
Ｃ
粘
着
テ
ー
プ
は
り
付
け

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
取
外
し

床
面
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ー
ブ
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布
設
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続
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ペ
ッ
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を
敷
く
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成

Ａ
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(５) ＰＢＸの予備電源として使用されるシール鉛蓄電池は、充電末期や (オ) 中に電気分解

によって発生する酸素ガスを負極に集め、海綿状鉛と化学反応させて元の水に戻す機能があり、

完全密閉化されている。 (４点)

① 浮動充電 ② 過放電 ③ 補 水 ④ 自己放電

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 出回線数が１８回線の交換線群に１５.０アーランの呼量が加わったとき、呼損率を

(ア) とすれば、回線の平均使用率は８０.０パーセントである。 (４点)

① ０.０４ ② ０.１７ ③ ０.３３ ④ ０.６７ ⑤ ０.９６

(２) アーランの待ち合わせ式で、ある交換線群の出回線数がｎ、加わる呼量をａアーラン、平均

回線保留時間をｈ、待ち合わせに入る確率をＭ(0)としたとき、平均待ち時間Ｗは、 (イ)

式で表される。 (４点)

ｈ ａ×ｈ ｎ－ａ
① ×Ｍ(O) ② ×Ｍ(O) ③ ×Ｍ(O)

ｎ－ａ ｎ ｈ

ｎ×ｈ ｈ
④ ⑤ ×Ｍ(O)

ａ－Ｍ(O) ｎ×ａ

(３) ある回線群について２０分間トラヒックを調査したところ、表に示す結果が得られた。この

ときの呼量が３.０アーランであるとき、保留時間２００秒における呼数は、 (ウ) 呼で

ある。 (４点)

① ２ ② ３ ③ ４ ④ ５ ⑤ ６

保留時間 １１０秒 １２０秒 １５０秒 ２００秒

呼 数 ５ １０ ７ (ウ)

(４) 運ばれた呼量は、平均保留時間内に実際に出回線を捕そくした呼の (エ) 呼数として表
．．

すことができる。 (４点)

① 最 小 ② 最繁時 ③ 最 大 ④ 合 計 ⑤ 平 均

(５) アーランＢ式は、入回線数無限、出回線数有限のモデルに (オ) 呼が加わり、呼の回線

保留時間分布が指数分布に従い、かつ、損失呼は消滅するという前提に基づき、呼損率を確率

的に導く式である。 (４点)

① 待ち合わせ ② ランダム ③ 保 留 ④ 再 ⑤ ノンランダム
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル式電話交換機の加入者回路におけるＢＯＲＳＣＨＴ機能について述べた次の二つの

記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＢＯＲＳＣＨＴ機能は、通話電流の供給、２線／４線変換、試験引込み、話中音送出等の

各機能を持つ。

Ｂ 直流監視回路によりＬ 線とＬ 線に流れる電流を監視し、電話機からの発呼や終話の検１ ２

出等を行う機能は、ＢＯＲＳＣＨＴ機能の中のＳ機能といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) デジタル式電話交換機のランダムライト・シーケンシャルリード制御の時間スイッチにおい

て、音声情報等は (イ) メモリで指定された通話メモリの各番地に書き込まれる。(４点)

① トランク ② カウンタ ③ 監 視 ④ バッファ ⑤ 制 御

(３) 次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ デジタル式電話交換機の通話路系のハードウェア構成は、大別して、集線段通話路及び分

配段通話路から成る。

Ｂ デジタル交換の網同期の方式を周波数同期の観点から分類すると、独立同期方式、調歩同

期方式及び相互同期方式の３種類がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 交流を直流に変換する整流回路で得られた整流出力波形から、リプルを取り除くための回路

は、 (エ) 回路といわれる。 (４点)

① 平 滑 ② スナバ ③ 逆変換 ④ クリッパ ⑤ 発 振

(５) 電話交換機、伝送設備などの通信設備の交流電源装置は、一般に、整流器、インバータ、蓄

電池等から構成され、蓄電池の接続方式により、 (オ) 方式、直流スイッチ方式及び昇圧

コンバータ方式がある。 (４点)

① 初充電 ② トランス ③ 均等充電 ④ リミッタ ⑤ フロート充電
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣及

び｢工事担任者規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法の目的について述べた次の記述のうち、 、 の下線部分は、 (ア) ｡A B

(４点)

電気通信事業法は、電気通信事業の公共性にかんがみ、その運営を適正かつ合理的なもの

とするとともに、その 公正な競争を促進することにより、電気通信役務の円滑な提供を確A

保するとともにその利用者の利益を保護し、もって 電気通信の健全な発達及び国民の利便B

の確保を図り、公共の福祉を増進することを目的とする。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(２) 秘密の保護について述べた次の二つの記述は、 (イ) ｡ (４点)

Ａ 電気通信事業者の取扱中に係る通信の秘密は、侵してはならない。

Ｂ 電気通信事業に従事する者は、在職中電気通信事業者の取扱中に係る通信に関して知り得

た他人の秘密を守らなければならない。ただし、その職を退いた後においては、この限りで

ない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業者は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれがあるとき

は、 (ウ) 又は秩序の維持のために必要な事項を内容とする通信を優先的に取り扱わなけ

ればならない。公共の利益のため緊急に行うことを要するその他の通信であって総務省令で定

めるものについても、同様とする。この場合において、電気通信事業者は、 (エ) 。

(４点×２＝８点)

① 火災、集団的疫病の予防、若しくは交通機関の重大な事故の救援及び復旧

② 災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供給の確保

③ 災害の救援及び復旧、若しくは電気、ガス及び水道の供給の確保

④ 必要があるときは、総務省令で定める基準に従い、電気通信業務の一部を停止するこ

とができる

⑤ 緊急に行うことを要する通信の確保のため、電気通信業務の一部を停止するときは、

総務大臣の許可を得なければならない

⑥ 国会議員又は地方公共団体の長の選挙の執行及びその結果に関する通信を行う場合は、

緊急を要する事項でなくても電気通信業務の一部を停止することができる
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(４) 工事担任者資格者証の種類による工事の範囲について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。

(４点)

Ａ アナログ第１種工事担任者は、自営電気通信設備に収容される電気通信回線の数が５０以

上であって内線の数が５００以上のものをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行い、

又は監督することができる。

Ｂ アナログ第２種工事担任者は、端末設備に収容される電気通信回線の数が５０以下であっ

て内線の数が２５０のものをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行い、又は監督す

ることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣(これに基づく告示を含む。)、｢有線電気通信法｣

及び｢端末設備等規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。なお、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣は、平成１６年１月２６日に｢端末機器の技術基準

適合認定及び設計についての認証に関する規則｣から改正されたものである。 (小計２０点)

(１) 工事担任者資格者証について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 工事担任者は、氏名に変更を生じたときは、所定の様式の申請書に当該資格者証及び変更

の事実を記載した書類を添えて総務大臣に提出し、資格者証の再交付を受けなければならな

い。

Ｂ 工事担任者は、住所に変更を生じたときは、所定の様式の申請書に当該資格者証又は変更

の事実を証明する書類を添えて総務大臣に提出し、資格者証の訂正を受けなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 端末機器の技術基準適合認定について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 総務大臣の登録を受けた登録認定機関が、端末設備の接続の技術基準に適合していること

の認定を行う端末機器には、電話用設備(電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であ

って、主として音声の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。)に接

続される電話機、構内交換設備、ボタン電話装置、変復調装置、ファクシミリその他総務大

臣が別に告示する端末機器がある。

Ｂ 電話用設備に接続される音声補助装置は、技術基準適合認定の対象とならない端末機器で

ある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備を設置(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)し

ようとする者は、有線電気通信の方式の別、設備の設置の場所及び (ウ) を記載した書類

を添えて、設置の工事の開始の日の２週間前まで(工事を要しないときは、設置の日から２週

間以内)に、その旨を総務大臣に届け出なければならない。 (４点)

① 所轄する総合通信局 ② 端末設備の接続の技術的条件 ③ 設備の概要
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(４) 総務大臣は、有線電気通信設備を設置した者に対し、その設備が政令で定める技術基準に適

合しないため他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与え、又は人体に危害を及ぼし、若し

くは物件に損傷を与えると認めるときは、その妨害、危害又は損傷の防止又は除去のため必要

な限度において、その設備の (エ) その他の措置を命ずることができる。 (４点)

① 修理又は取り外し ② 使用の制限又は停止

③ 設計の変更又は改造 ④ 使用の停止又は改造、修理

(５) 移動電話端末の基本的機能について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 通信を終了する場合にあっては、通話チャネルのみを切断する信号を送出するものでなけ

ればならない。

Ｂ 応答を行う場合にあっては、応答を確認する信号を送出するものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 無線呼出用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、無線によっ

て利用者に対する呼出し(これに付随する通報を含む。)を行うことを目的とする電気通信役

務の用に供するものをいう。

Ｂ アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は移動電話用設備を接続する

点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 責任の分界について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に保安器を有しなければならない。

Ｂ 分界点における接続の方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備から容

易に切り離せるもの又は電気通信事業者が別に認可するものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお
きょう

いて、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、 (ウ) メガオーム以上の絶縁抵抗

を有しなければならない。 (４点)

① ０.１ ② ０.２ ③ ０.４ ④ １ ⑤ ２

(４) 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な (エ) が発生することを防止

する機能を備えなければならない。 (４点)

反響音 誘導雑音 側 音 音響衝撃 漏 話A B C D E
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(５) 端末設備内において電波を使用する端末設備について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するとこ

ろにより判定を行い、空き状態である場合にのみ直流回路を開くものでなければならない。

ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

Ｂ 総務大臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備を識別

するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有

するものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の基本的機能等について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき開き、通信が終了したとき閉じ

るものでなければならない。

Ｂ 自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を開いてから２秒以上経過後に

選択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、電気通信回線からの発信音又

はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この限りでな

い。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) アナログ電話端末のうち、押しボタンダイヤル信号に関する次の二つの測定結果は、

(イ) である。 (４点)

Ａ ミニマムポーズは、３５ミリ秒であった。

Ｂ 信号送出時間は、５５ミリ秒であった。

① Ａのみ規定値内 ② Ｂのみ規定値内

③ ＡもＢも規定値内 ④ ＡもＢも規定値外

(３) アナログ電話端末の直流回路の電気的条件等について述べた次の記述のうち、誤っているも

のは、 (ウ) である。 (４点)

① アナログ電話端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであって

はならない。

② 直流回路を開いているときの直流回路と大地の間の絶縁抵抗は、直流２００ボ

ルト以上の一の電圧で測定した値で４メガオーム以上でなければならない。

③ 直流回路を開いているときの呼出信号受信時における直流回路の静電容量は、

３マイクロファラド以下であり、インピーダンスは、７５ボルト、１６ヘルツの

交流に対して２キロオーム以上でなければならない。
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(４) 通話の用に供しない場合のアナログ電話端末の送出電力の許容範囲について述べた次の二つ

の記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ４キロヘルツから８キロヘルツまでの不要送出レベルでの送出電力の許容範囲は、マイナ

ス４０dＢm以下でなければならない。

Ｂ ４キロヘルツまでの送出電力は、マイナス８dＢm(平均レベル)以下で、かつ、０dＢm(最

大レベル)を超えてはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

ただし、用語の定義は、以下のとおりとする。

ａ 平均レベルとは、端末設備の使用状態における平均レベル(実効値)であり、最大レベ

ルとは、端末設備の送出レベルが最も高くなる状態でのレベル(実効値)とする。

ｂ 送出電力及び不要送出レベルは、平衡６００オームのインピーダンスを接続して測定

した値を絶対レベルで表した値とする。

ｃ dＢmは、絶対レベルを表す単位とする。

(５) 複数の電気通信回線と接続されるアナログ電話端末の回線相互間の漏話減衰量は、

(オ) でなければならない。 (４点)

① １,０００ヘルツにおいて６０デシベル以上

② １,０００ヘルツにおいて６０デシベル以下

③ １,３００ヘルツにおいて６５デシベル以上

④ １,５００ヘルツにおいて６５デシベル以下

⑤ １,５００ヘルツにおいて７０デシベル以上

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣及び｢有線電気通信設備令施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その

番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令で用いる用語について述べた次の記述のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 平衡度とは、通信回線の中性点と大地との間に起電力を加えた場合におけるこれらの

間に生ずる電圧と通信回線の端子間に生ずる電圧との比をデシベルで表したものをい

う。

② 離隔距離とは、線路と他の物体(線路を含む。)とが気象条件による位置の変化により

最も接近した場合におけるこれらの物の間の距離をいう。

③ 絶縁電線とは、絶縁物のみで被覆されている電線をいう。

④ ケーブルとは、光ファイバ並びに光ファイバ以外の絶縁物及び保護物で被覆されてい

る電線をいう。

⑤ 電線とは、有線電気通信(送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利用

して、電磁的方式により信号を行うことを含む。)を行うための導体(絶縁物又は保護物

で被覆されている場合は、これらの物を含む。)であって、強電流電線に重畳される通

信回線に係るものをいう。
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(２) 有線電気通信設備令で用いる用語について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 高周波とは、周波数が３,５００ヘルツを超える電磁波をいう。

Ｂ 絶対レベルとは、一の皮相電力の１０ミリワットに対する比をデシベルで表したものをい

う。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 次の記述は、 (ウ) が正しい。 (４点)

① 有線電気通信設備に使用する電線は、絶縁電線又は強電流絶縁電線でなければならな

い。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

② 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の線路の電圧は、１００ボルトを超

え２００ボルト以下でなければならない。ただし、電線としてケーブルのみを使用する

とき、又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えるおそれがないときは、こ

の限りでない。

③ 屋内電線が高圧の屋内強電流電線と交差する場合、屋内強電流電線との間に絶縁性の

隔壁を設けて設置すれば、両者間の離隔距離は、１５センチメートル以下でもよい。

④ 屋内電線が特別保安接地工事を施した金属製の電気的遮へい層を有するケーブルで

あるときは、屋内電線と低圧の屋内強電流電線とを同一の管等に収めて設置することが

できる。

(４) 通信回線について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の電力は、絶対レベルで表わした値で、

その周波数が音声周波であるときは、プラス１０デシベル以下、高周波であるときは、プラ

ス２０デシベル以下でなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでな

い。

Ｂ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の平衡度は、１,２００ヘルツの交流に

おいて３４デシベル以上でなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限り

でない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 屋内の有線電気通信設備と引込線との接続箇所には、交流５００ボルト以下で動作する避雷

器及び７アンペア以下で動作するヒューズ若しくは (オ) ミリアンペア以下で動作する熱

線輪からなる保安装置又はこれと同等の保安機能を有する装置を設置しなければならない。た

だし、雷又は強電流電線との混触により、人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与える

おそれがない場合は、この限りでない。 (４点)

① １００ ② ２００ ③ ３００ ④ ４００ ⑤ ５００ ⑥ ７００




